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発 刊 の こ と ぼ

金川曽根地区広域営農団地農道整備事業の東八代横断大規模農道は甲府盆地東側一帯に広が

る果樹・疏菜・桑園地帯を横断し, 農業を更に振興させるために新設又は拡幅する道路であ

る。

この道路の通過予定町村には先土器時代から歴史時代に至る各時代の遺跡が在 り,極めて歴

史的価値の高い地域である。

例えば一宮町には国指定史跡甲斐国分寺及び尼寺・御坂町には県指定史跡姥妖古墳・八代町

には縄文前期の花ィ島山遺跡・境川村には窯址 。中道町には国指定史跡銚子嫁古墳付丸山嫁古墳

などがあり,その地域の歴史を知るうえで欠かすことの出来ない多くの歴史的文化遺産がある。

このような開発と文化遺産の保護については調和が難しいが, やむを得ないものについては

発掘調査して記録保存することとした。

最後に報告書の刊行にあたって,きびしい炎暑の中でご協力下さった調査団,地元教育委員

会及び関係者,発掘調査参加者など多くの方 に々深甚な敬意を表する次第である。

山 梨 県 教 育

清 ［巴

長
　

水



.例 ‐
一言

1 本穀告書は山梨県が行う金)キ 1曽根地区広域営農団地農道整備事業のうちの東入代横断大規

模農道予定地内|にあった遺物包含地を発掘調査した報告書である。

2 発掘調査は山梨県教育委員会が曲梨県遺跡調査団に依頼して行った。

3 編 集  森  和 敏 (県文化課)・ 小 野 正 文 (国学院大学学生)

笑 測  加 藤 正 治 (早稲田大学大学院生)・ 沼 本 芳 喜 (早稲田大学学生)

斉 藤 裕 嗣 (早稲田大学学生)・ 小 野 正 文

!     室 伏   徹 (山梨大学学生 )

4 執筆は野沢昌康・森和敏・萩原
=雄
。小野正文があたった。



辻 遺 跡 。前 在 家 遺 跡 (航空写真 )
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第 1章 は じ め に

本報告書で扱 う発掘調査地は 4ヵ 所である。

1.辻遺跡と前在家遺跡……縄文時代中期の遺構及び遺物等と,古墳時代鬼高式の遺構及び
遺物

2.三珠町大琢上の原………遺構及び遺物なし
3.八代町高家下道…………遺構及び遺物なし
4.御坂町大野寺向田………遺構及び遺物なし

以上 4ヵ 所の内,辻遺跡と前在家遺跡が報告内容のほとんどを占めるのであるが, この 4ヵ
'

所は,甲府盆地東部に違なる曽根丘陵及び浅川扇状地等に所在する。

甲府盆地東部は曽根丘陵・諸扇状地・山岳から成 り,遺跡は各地に多くあり, 山峡深くまで

入 り込んでいて,先土器時代から現代まで余すところなく全ての時代の遺跡,遺物等を網羅し
ている。これ等は山梨県遺跡地名表をはじめ,多 くの調査報告書・町村誌 (史)等に掲載され
ている。

この地方は土地が非常に肥沃で,水も多量にあって,自然環境が良いため他に比較して遺跡

が多いのであろう。

本県では先史時代の遺跡は三地域に大別できよう。甲府盆地束部・八ケ岳山麓及び桂川流域

などの者[留・富士吉田地方 (郡内)である。

曽根丘陵及びその付近で発掘された遺跡に先土器時代から土師時代までの米倉山遺跡 。前期

縄文式土器を多量に出土する花鳥山遺跡 。中期縄文式土器を出土する中道町上の原遺跡・秀生

時代の土器片が散布する中道町西原遺跡 。国指定史跡銚子塚古墳をはじめとする多くの古墳で

ある。

本遺跡の範囲については「第 2章遺跡の位置 と環境」で述べるので省略するが,両遺跡とも
同じ台地上にあって境を接しており,弥生式土器の出土もあったと伝えられている。
この両遺跡の東 (上)方 と下 (西)方には縄文式上器と土師器の散布地があり遺跡が点在し
ている。

この丘陵台地の南側には中期縄文式上器を中心とする寺尾遺跡が,剪ヒ側には京原遺跡が存在

する。

辻遺跡 。前在家遺跡の両方とも,遺構は農耕によって甚しく破壊されてお り,遺構の前後関
係は判明しなかったが,遺物については,縄文式土器の中には, この地方では異質なものが多
く混入し,文化圏の研究には問題を提起することが出来よう。

(野 沢 昌 康 )



第 2章 追跡の位置と環境

本遺跡は曽根丘陵上に位置する。曽根丘陵は叩府盆地の南側から東側に連なる。御坂山系
の

山麓に発達した舌状台地で形成され,その多くはベンチ形を呈する。丘陵の先端では急竣に落

ち甲府盆地底部 となり,笛吹川に近ずく。この曽根丘陵は10筋連続し,殆んど全面に遺跡があ

る。表面採集によると旧石器から縄文・弥生・土師式土器や須恵器が散布していて,多 くは農

耕により破壊が進んでいる。

本遺跡もこの中にあって,北に坊ガ峰を見て,これを越して甲府盆地へと続き,南 と東側に

は御坂山系が連なっている。本遺跡の立地する丘陵と坊ガ峰との間には浅い谷があり
ここから

は湧水がある。甲府盆地の眺望はあまり良いとはいえないが辻地EX~では坊ガ峰で冬
の寒風が遮

ぎられて比較的生活しやすい地形になっている。発掘中もこの点では大変恵まれた場所
であっ

たのだが。

又知在家遺跡は同じ丘陵上の南面する地域にあってやはり快適な生活が営める
ところであつ

たであろう。

本遺跡の範囲については辻地区にあっては縄文時代の集落跡は藤全
の部落内に延び又北側の

桑園の方向にも100筋 ほど延びている。部落内の範囲を調査することは困難
であったが,住民

の話などを総合して推測すると2002× 200妨 くらいの地域になりそうである。又前在家遺跡も

やはりこの台地の南斜面に範Ellは不明だが散在しているようである。

(森 和 敏 )

静をえ ノ々�奉?逸 "1篇藤ダ
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第 3章 経

第 2図 遺跡地区設定図

発掘調査開始までの経過を最初に記すこととする。

昭和48年度内に本県で行なわれた埋蔵文化財緊急発掘調査は12件であり, その大部分が道路

の新設又は拡幅工事によるものであった。山梨県教育委員会が委嘱した山梨県遺跡調査団幹事

会では,昭和48年度に山梨県教育委員会が行 う埋蔵文化財緊急発掘調査について打合せを行 う

過

餞
麟
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ため数回会議を行った。その結果,調査時期が遅れたが,境川村辻・莉在家遺跡については野

沢昌康を発掘担当者としてこれを行 うことに決定した。その後地元境川村教育委員会と調査に

関する準備会を開いたり,又山梨県遺跡調査団幹事折井忠義・早川方明・萩原三雄 。田代孝・

手妖寿夫等と現地で予備調査を行った。昭和47年 11月 28日 に行った予備調査では境川村藤全地

内にかかる大規模農道予定路線内を踏査し,遺物の散布状況を図面に落した。 この調査では辻

地区の農道南側には十三菩提式上器,藤内式土器,農道の北側には曽利式土器片が少量,室屋

地EXEには少量の藤内式土器破片が,又副在家遺跡には少量の土師器・須恵器破片が見られた。

これは遺構が農耕によって破壊され,遺物が地表に浮き出たためと思われる。

次に発掘調査の経過を記す。

昭和48年 1月 14日 現地で県教育庁関係者を始め,県遺跡調査団,地元境川村教育査員会の各

関係者や発掘調査参加者等約30名で鍬入式を行った。引続いて室屋A区に トレンチを設定し発

掘を開始した。

室屋地区 (A区 )は遺構,遺 //2共に少なく1月 20日 にはほぼ発堀が完了した。

第 3図 調査区域辻遺跡室屋地区

辻地区 (B区)はグリッドを設

定し 1月 18日 に始めて, 1月 24日

から2月 14日 まで土地買収が進捗

しなかったため発掘を休み,再度

2月 15日 に開始,2月 24日 には終

了した。ここは縄文時代中期の遺

構遺物が多く,少量の縄文時代前

期の遺物も出上したと

前在家遺跡 (C区 )は 2月 26日

に始め 3月 1日 にはほぼ完了した。

ここは古墳時代後期の住居4L及び

遺物が出土した。この地区は予備

調査では少量の上師器と須恵器が

散布していたが,特に発掘が必要

ではないと認め,道路工事中にも

し発見された場合には緊急に発掘

することとなっていた。はからず

も土砂を掘削中焼土を発見したの

で,急拠発掘調査を行ったもので
第 4図 調査区域辻遺跡室屋地区 (A区)No.2

てＡ区＞ Ｎ。．

―- 6 ……
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第6図 調査啄域辻遺跡辻地区 (B区 )

第 5図 調査区域辻遺跡室屋地区 (A区 )No.3
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第7図 雨在家遺跡 (C区 )
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第 4章 辻

第 1節 室屋地区の遺構

室屋地区 (A区)は藤全部落の西側と北側の 2ヵ 所に更に分けられる。

西側では中期縄文式土器破片を伴 う土拡 (第 3図 )カミ1カ 所 と遺物を伴わない土拡が 2ヵ 所

あった。いずれもセクションを観察したところ後世のものではないようである。他に中期縄文

式土器破片が 5・ 6片集中して出土したが

遺構はなかった。この遺跡は恐らく東に広

がるものと思われ,藤全部落内で家屋の建

築中縄文・弥生・土師器が多数発見されて

ヤヽる。

室屋地区の他の 1カ 所 (藤全部落の北側)

では,事前調査で農道の南側に少量の縄文

式土器が散布していたのであるが試掘の結

果ではる積のある濤状の遺濤があっただけ

であった。このる列は高さ 10勁 程度のも

で長さ 10″ であったが遺物を伴わなのか

ったので時代決定は出来なかつた。農道の

北側はグリッド方式で試掘したのであるが

遺構も遺物もなく,後世のものと思われる

井戸状の遺構があっただけである。

この井戸状の遺構は農道の四ツ辻に接近

してあり,こ の付近を通称「辻」とこの地

域の住民は呼称している。この潰構のあっ

た場所には六地蔵 (図版 10の 2)ヵミあった

が明治後期に藤全にある寺に移動したとの

ことであった。

この場所には発掘以前には大小多数の石

が乱雑に積んであり表土を取 り除いた時点

で落込みが確認された (第 8図 ,第 9図 )。

この落込みを掘 り進んだところ直径約 120

防 の穴 とな り, 穴の周囲には特に石垣も

跡遺

第 8図 室屋地区遺構実測図
(128グ リッド～129グ リッド内)

第 9図 室屋地EX1 128～ 129グ リッド
井戸状遺構断面図

129G

128G

／
ヽ

埠

、
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なく素掘 りであった。穴の壁は硬いローム層であるので非常に堅固であった。この穴について

藤全部落の長寿者数名から聞き取 り調査をしたが何も得られなかつた。穴の壁にはエンピ状の

道具で削り取ったような痕跡が周囲にあり,中の土は黒色を帯び軟弱であつた。約 5″掘り進

んだが巨石があり,チ ェンデロックでは品り上げることが困難になつたので中止したが,ボ ー

リングをしてみたところ更に 12以上深くなることが判明した。

穴から出土した遺物はなかつたが骨粉が約 4筋の深さから出土した。 (森   和 敏)

第 2節 辻地区の遺構             十    ｀

辻地区は遺構,遺物共に最も多かつた場所である。しかし結果的には柱バ と思われるピット

(辻地区25グ リツド～15グ リッド南壁セクンョン図)

層

悟

層

Ｉ

　

Ｉ

　

Ⅱ

表 土

耕作土

粘性の強い黒色

土

ロームブロック

ロ,ムブロック

を含む褐色土

若干の褐色上を

含むロドム層

_王

―I′

く

Ⅲ層

Ⅳ層

0.5  1     2m

(辻地区94グ リツド～79グ リツド北壁セクンョン図)

第10図 辻地区セクンョン図

―- 10 -―
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ら
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Ｍ
⑬

◎十灘継 +

m i …

ウ 1'

第 11図 辻地区遺構笑測図 (80グ・リッド～94グ リッド内)

第 12図 辻地区エレベーション図

第 13図 辻84グ リッド 焼土を合む土拡セクン

I層 黒色土中に焼土を含む
Ⅱ層 黒色土中にロームを含む

ョン図 (C― C′ )

だけが発見され,床面は農耕によって破壊されていたので,住居址は検出出来なかった。
まず農道の北側にあったピット群(第 11図 )について記述しよう。ピットはここに特に多く集

中しており,他にはほとんど見られなかった。地表からピットが確認出来るまでの耕作上の厚さ

は20磁～30勁 で ,こ の地方では珍らしく浅い。これはここが古い桑園であったため野菜作 りに

よる深耕がなかったためであったが,ピ ットは黒褐色土層中にあったので非常に見出し難かっ

0  0.5  1m

0~TO~~載 戸
~蒟
。m

…
…  11 -‐



S守

S D
0‐

。(ハ)

25の 2G

0     1    2m

第 14図 辻地区遺構実測図 (23グ リッド～30グ リッド内)

I層 遺物を含む黒色土
Π層 黄 褐 色 土

Ⅲ層 焼土を含む黒色土
Ⅵ層 黒色土を合む犠土
V層 焼   土
Ⅵ層 熱変性により硬化したローム

層

第 15図 辻27グ リッド～28グ リッド土拡セクション図

た。ピットは柱穴及び貯蔵穴と思われ, これに伴 う床面は耕作によって破壊され全くなかつた

が,炉に使用したと思われる焼石が数個散乱しており,焼上が 4ヵ 所あり,埋甕 2個体,及び

土器破片と肩器等が発見された。埋甕のl「lは上部 (口縁部)の 10働 くらいが削 り販られていた。

第■図の範囲内でもやはり他の遺物は耕作土の中から散乱して出土した。

ピットは有段のもの 4ヵ 所と,底に石が置いてあるもの 1カ 所があつた。

住居址の推定復元は発掘中の観察からも図面上も困難であるが, 曽利式土器を伴出する中期

後葉に属するものが数軒あったようである。

次に農道南側は,この遺跡より平均 50Mく らい高くなつており, 表土も厚く,遺物の散布

も濃厚であつたが,野菜作 りによって深耕されていてやはり遺構は少なかつた。わずかに第14

図のように 25～ 29グ リッドに数個の焼けた肩と多量の焼土が発見された所と,土拡が 2ヵ 所

(第16図 )あ つただけである。焼石と焼上の部分は恐らく炉址であろうと思われるが,床面・

-12-



第 16図 辻地区遺構笑測図

第 17図 憩 4の 2グ リッドェレベー
ンョン図

(33グ リッドー34の2グ リッド)

穴柱とも撹舌しされており不明であった。

2ヵ所のピットのうち 1カ所には縄文中期

の上器片が包含されていた。他のピットにつ

いてはこの時代に属すると思われるが遺物が

なかった。

遺物は半壊の縄文式上器が
′
1個体と破片が

多量にあった。どット群のある第11図に隣接

した1地点だが縄文前期末葉と中期前半の上器

‐ 13-



0 0.5 1    2m

第 18図 辻地区遺構実測図 (n3グ リッド～127グ リッド内)

第 19図

辻116グ リッド焼土を合む土拡セクンョン図

I層 黒 色 土

Ⅱ層 黒色土中に焼土粒子
Ⅲ層 真赤な焼土塊
Ⅵ層 熱変成し硬化したローム層
V層 焼土とローム層
Ⅳ層 黒色土中に口“ムプロック
Ⅶ層 褐 色 土
Vlll層 粘性が非常にある褐色土

片が多かった。やはりここも土器片は全部耕作土から出上したものである。なおこの続きの畑

からは多量の土器を農耕中数回にわたって発見し,焼土もあつたとのことであった(地主の話 )。

農道北側で検出した他の 1つのピット群(第18図 )ではやはり表上が薄く農耕による破壊が激

しく柱穴と貯蔵穴らしいピットと床面の一部及び半壊の埋甕 1個体が出土した。住居
jlLは確実

に床面と思われる部分と柱穴が 3ヵ 所と貯蔵穴 1カ 所があったが西半分は農道になつておリプ

ランは確認出来なかつた。床面は北側に一部続いていたが路線外になるので発掘出来なかつた。

― 14-



I

Ⅱ

粘性の強い黒色土

暗褐色土中にロームブロック及び炭

化物を含む

粘性のない暗褐色

ローム粒子を合むややしまった暗褐

色土

粘性は全くなく,明 るい褐色土
ローム粒子を合む黒色土

ロームブロックの間に,暗褐色土が

混入

第 20図  辻127グ リッド埋発出土土拡セクンョン図

出土遺物は半壊の曽利式に比定される埋甕0(第 18図 )を発見した。
前述した柱居l■の床面を掘 り下げたところ偶然に底部穿孔土器

“

)を発見した。

第20図は到立して埋められていた同土器のあった土拡の断面図であるが,床面の下にあった
ため落込みが発見出来なかったので上部の床面の厚さは削 り取ってしまったためセクンョシが

確認出来ない。土拡の壁は硬いローム層であり,土器の口縁はこのローム層に密着しておりほ
ぼ完全な器形をしていた。

土器の中には土が充填しており,他には骨らしいものも遺物もなかった。曽根丘陵は上部が
ローム層で覆われているので普通有機質は残らない。土器の中の上は非常に軟弱で土層セクン

ョンはほとんど識別出来ない状態であったが,念のため特にセクションを取ってみた。

辻地区の遺構はほぼ以上のようであるがこの他に数力所の焼土と土拡らしいものもあったこ

とを付記しておく。 (森   和 敏 )

第 3節 辻地区の出土土器

縄文式上器の出土状況については,第 1節 ,第 2節で述べてきたところである。本章では ,
土器について記述するのであるが,特に破片が小さく,器形全体にわたる推察が困難なため ,
その文様に従い分類したいと思 う。

第 1群 土 器

細い粘土紐を貼付するもので,前期終末に属するものと思われる。以下A～D類にわけて説
明しよう。

A類 (第21図  1～ 16)

これ らの上器は縄文地に結節状浮隆文を貼付するものをいう。

Ⅲ
　
Ⅵ

Ｖ

Ⅳ

Ⅶ

―- 15 -



1は褐色を呈し,雲母を合むものであり,日縁部の内外から粘土紐を貼付している。そのた

め口唇部直上から見れば,口唇部に二条の線を引いたかのようである。浮隆文上の爪形文は,

殆んど粘土紐と平行するような角度で施文したために凹凸が非常に少くない。 2はゃはり1と

同様な角度で浮隆文の上に爪形文を施文するのであるが,半載竹管様工具の材質が異なるため

か,明瞭な半載竹管の内面のスジ状の痕跡を残している。雲母は合まず,胎土・焼成ともに良

好な土器である。 3～ 6は浮隆文上の爪形文の角度が直角に近い角度で施文されている。11は

結節状浮隆文間に 1勁 程の粘土紐を交互に貼付し,波状の貼付文をなしている。7～ 10・ 13の

土器は他の浮隆文上の爪形文より間隔が粗であり,諸磯 C式のそれと類似する。12は連結した

羽状縄文上に結節状浮隆文を貼付したものであり,焼成のやや不良な土器である。14は諸磯式

に見られるような結節状沈線文で区画した中に縄文を地文している。15。 16はいわゆる箆切浮

隆文である。15は同時に爪形文も併用している。花鳥山出上の国学院大学所蔵資料中に類例が

ある。

B類 (第21図 17～19)

これらの土器は無文地に結節状が浮隆文を施文するものである。17は底部近くの破片である。

このような曲線的な張 りは諸磯 C式にも工領ケ台式にも,あ まり見られないものであり, この

帯期の一つの特徴であろう。18は口縁部の内外面に結節状浮隆文を施文するもので, 内面に文

様の段を有している。このような特異な文様帯は前期終末によく見られる。19と■はほとんど

大差ないものであるが,内面に一つの陵を持つことは注目してよいと思 う。

C類 (第21図 20～23)

縄文地にソーメン状の浮隆文を貼付したものを一括した。20は内面に二つの陵をもち, 日唇

部はA類と同様に内外面から粘土組を貼付するものであるが, 日居部を平坦化するところが ,

A類の結節状浮隆文と口唇部との関係と比較した場合に,一つの相違点として注目される。21

も同様である。22は 口辺部破片である。一条の結節状浮隆文下にソ…メン状浮隆文を波状に施

こし,一部にソ…メン状浮隆文で菱形に区画した中を更に格子目にソ…メン状浮隆文を貼付し

ている。23はゃゃ広いソ…メン状浮隆文を貼付している。

D類 (第21図 24)

ただ一片ではあるが,無文地にやや広い痛平な浮隆文を貼付したもので, 口唇部はやはり内

外面から紐土紐を貼付しており,口唇部上面に一条の沈線をめぐらかしたかのようである。

第 2群 上 器

これらの土器は格子目状の沈線をもつものと,それと類似するものを一括した。

A類 (第22図 25～29)

平行沈線を有するものをい う。251よ半載竹管様の工具で平行沈線を数条引き, その間をヘラ

様の亥U目 を施すものである。平行沈線間はやや広く,断面は台形を示す。 またいわゆるメンコ

―- 16 -
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｀      第 22図 出 土 土 器 拓 影

製品として再使用された痕跡ももつ。26～29は集合した平行沈線上に斜め(27・ 28)ま たは直角

(26)に平行沈線を加えるものであり,結節状浮隆文・箆切状浮隆文から25の例を経て26・ 28・

29への一連の変化は容易に推定出来よう。 また浮隆文から平行況線文への変化としてもとらえ

ることができようかと思 う。

B類 (第22図 30・ 34)

三角陰亥1文をもつものをい う。

30は三角陰刻文の下部に平行沈線を施したものである。34は 口縁部に深い沈線を施し, 口縁

部はレーアレ状を示す。

―- 18 -―



C類 (第22図  31・ 32・ 33・ 35)

やや胞厚した回唇を有するものを一括した。

31は 口居部に連続爪形文を施し,その下を半我竹管様工具で左右両方向から施文し, 接点部

を盛 り上げるようにしている。32は 口唇部が軒先状に張 り出した独特の口縁をもっている。33

は平行沈線文土器であるが,非常に平行沈線が乱雑である。 35は 32と 類似する口縁部をもつ

が,平行沈線ではなく縄文を施している。

D類 (第22図 36～38)

これらは,特異な縄文原体をもつ土器である。

36は破片上部にカマボコ状断面をもつ平行沈線を引き,その直下を三角スケーブレの一端で束I

突するが如き三角沈刻文を施している。それ以下は同一方向の撚 りの単節の紀文を連結したも

のの両端を結んだ原体を回転施文したため,帯状の組文帯は37の ように羽状紀文とはならず ,

連結ある斜縄文となり,両端はS宇状の運儀となる。37は 36と 同様な原体であるが,縄文の撚

りの方向が異ったものを連結したために,明瞭な羽状縄文となっている。38は縄文を施した端

を丸棒状工具で波状に沈線を引いている。

E類 (第22図 39)

39については聯面カマボコ状の平行沈線を曲線的に用いている。所属については不明である

が一応本群に挿入した。

0                        10Cm

第 23図  B地 区87グ リッド
埋甕出土遺構出土土器笑測図

第 3群 土 器

本群は縄文時代中期前半に属すると,思われる土器を一

括した。

A類 (第23図・第24図 40)

本類は三叉文状の文様をもつものをい う。第23図の実

測図の上器は横位の短形の文様帯を 5段もち,口縁部に

平行沈線をめぐらし,その下の第 1段の横帯文は,その

短形の中を S字 とその半転した文様を三角陰亥1を組み合

わせることによって,生出させている。それ以下の 5段

から2段までの横帯短形区画文は,それぞれの短形の半

分だけづつ移動して施文されている。また 4段から2段

までの短形横帯文の上辺には,三角スケールの一端で刺

突したような三角状の陰刻を有する。またすべての短形

横帯文に縄文が施文されるが,第 5段のものは部分で的
ある。40の土器はいわゆる玉抱き三叉文を有する。第 5

段の文様帯を王抱き三叉文とも考えられようか。

一- 19 -
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第 25図  辻地区 29の 2グ リッド出土土器実測図 |う

B類 (第24図 41～47・ 49・ 50)

いわゆる箆状工具による押引文をもつ土器と半載竹管を用いるものとを一括した。 これらの

土器には先端が三角形をしたものと,先端が短形のものとがある。 それぞれ a種 。も種とする。
a薙三 (41・ 42・ 43)

41は先端三角形のいわゆるペン先状工具ですべてを押引いている。 43も 同一個体 と思 われ

る。雲母を多量に含んだ異色の土器である。これらの土器の隆帯は断面三角形である。43は B

種の工具をも併用している。赤褐色の上器である。

b種  (44-46・ 49)

これらの中には45・ 49の ように a種の工具をも併用しているものもある。

c種  (47・ 50)

この二片は半裁竹管を用いるものである。471ま半我竹管の内側を使用したものであり,藤内

I式の口辺部であろう。50は半我竹管の外側を用いて連続的に刺突したものであり,文様は短

形をなしている。恐らくる沢式に比定されるべきものであろうが,今後の研究を要するもので

ある。

C類 (第24図 48・ 51・ 53)

三角形の区画のあるものをいう。これらは藤内 I式によく見られる構図である。

D類 (第24図 54・ 第25図 )

Y字形の沈線を有するものをい う。54は Y字形の沈線と綾杉状の沈線をもつ隆帯を有する土

器である。恐らく井戸尻期の所産であろう。第25図の上器は口縁部は久損し,胴部は粘土の接

合面で接断されている。口辺部に平痛な隆帯を円形に施し, そのまわりを浅い沈線でかこみ ,

-21-
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隆帯上を一部交互に刻むことにより,コ の字文をなしている。 口辺部と胴部の境い目に隆帯を

めぐらし,その上に種々の亥J目 を施している。胴部は母指状の工具で押捺した隆帯をもって三

角形の区画をなし,三角形の区画の中をいわゆる櫛形文を沈線で施し,その下を沈線によりY

字形をなしている。これは逆三角形に区画された部分に施す文様構図であるが,他の三角形の

部分はやや広い沈線の条線を施している。 このような条線と平扁な隆帯から考え井戸尻Ⅲ式に

比定したい。

E類 (第24図 52・ 55・ 56)

その他上記の分類法にはあてはまらないものを一括した。

52は半裁竹管で整形した半隆起帯で文様構成をしたものである。561ま半裁竹管を器面に交互

に押捺するものであり,五領ケ台式に見られる連続コの字文と近似する手法である。

第 4群 土 器

本群土器は縄文時代中期後半に属すると思われる土器をいう。A～G類までに分類し,各々

に説明する。

A類 (第26図 57～69)

57は軒先状に内側に張 り出した口縁部をもち,日縁部に粘土組を貼付し, 口縁下に刻目隆帯

をめく
°
らし,それ以下を条線としている。58・ 59は隆線的な条線の上に粘土紐を貼付するもの

である。60・ 63～66o69は同様な条線に爪形文を有するものである。61・ 62とよ曽利Ⅱ式に一般

的に見られる口辺部文様帯である。

B類 (第26図 70～73)

この類は粘土組を波状に貼付するものをいう。70・ 72には条線を用い,72の ものはやや広い。

73は A類に見られた爪形文を用いている。

C類 (第27図 74～ 81・ 第28・ 29・ 30図・ 第31図 82～91・ )

この類は曽利式土器に特徴的な条線をもつものを一括した。

74は 口辺部に楕円形のマドを太い沈線で表現し,この口辺部は厚く段状になっている。懸垂

文は二条の隆線をもってなしている。75o76も 同様な土器である。しかし条繰は一般的なもの

と異なり非常に太いものである。75は 口居部に一条の沈線を有している。加曽利 E式上器のい

わゆる二重回線と比較した場合興味ある施文である。78は黒色を呈した土器で,おそらく大甕

の胴部破片であろう。79・ 81は同一個体で大甕の胴部破片である。 80も 同様な器形のものであ

る。 第28図の完形土器は高さ約 70Mの最大径約 60M程 の土器でしかも底部穿孔逆位であつ

た。この土器の出土状況は口絵と図版及び調査の経過にある。 口辺部は開き,肩部が張 り,底

部の非常に小さい土器である。 頸部のくび部にかかる ,状把手と組み合わせた胴部文様帯は
,状把手の数と同じく4単位であるが, 1カ 所連続しない所がある。このように 1つの単位を

一 躍 ―



第 29図 辻地区 34
土器実測図

グ リッド出土

第 28図  辻地区 127グ リッド出土
底部穿子と土器失測図 釘)

もった文様帯が 1カ 所連続しない所

があることは興味ある。第29図の土

器は 図版 3に示したように逆位の

状腹で出土したものである。口縁部

に無文部を有し,隆帯によりいわゆ

るマド形をした口辺部文様帯を形成

している。懸垂文はまつたく沈線化

している。第30図の上器は中央部に

底隆帯のH状懸垂文を有し,沈線の

波状文を組み合わせている。条線は

非常に粗雑化している。 126グ リッ

ドの埋ガメであり,図 28の上器と同

一遺構から出土している。82・ 83は

同一個体であり,口辺部に文様帯が

集中し,日辺部以下は単に条線のみ

である。84は半萩竹管様工具で格子

目状に施文している。851ま箆状の工

具で条痕をなすものであるc86は 粂

線に沈線で文様を横くものである。

2次焼成を受け非常にもろい土器で

ある。87は底隆起帯で区画するもの

である。88は 口辺部に二条の大い沈

線をなし,以下を半我竹管様工具で

条痕を施している。89ィよ貧弱な隆起

線をもっていわゆるマドを構成して

いる。90は縦の波状沈線を中心に条

痕を施したものである。91は底都近

くの破片であり,底隆帯と波状沈線

を条線の上に施文するものである。

殆どが曽利Ⅳ式に属するものであろ

う。   _

D類 (第32図  92～97)

この類はやや広い集合した平行沈

線をもつものをい う。

の 2

①

-25-



92は国辺部に無文帯をなし,その下に隆帯上を短
い直線を引くことによって,連続した楕円状の隆帯

をなしている。94は恐らく同様な個体の底部近くの

破片である。93・ 95は同一個体であり,大甕の破片

であろう。97は半裁竹管様工具でV字状の条線をな

している。

E類 (第32図 98～ 107)

この類は半載竹管様工具で短い直線を引くものを

いう。

98は大発の胴部破片で半裁竹管様工具で短く施文

したものである。99の平行沈線はやや太い。 100は

曽利V式の深鉢の胴部破片であろうか。 101は両脇

に沈線を施した隆線と波状沈線を垂下 してい る。

1061ま縄文地に平行沈線を施すものである。107は縦

に隆線で区画するものであるが,曽利V式の区画の一部と思われる。

F類 (第33図 108～■1)

この類は大い沈線を施文するものをいう。 108は口辺部に一条の沈線を引き, 以下を大い沈

線を施文するものである。109は底隆帯を垂下し,斜状に大い沈線を施すものである。■01よ刻

目をもつ隆線を中′心に太い沈線を施文するものである。 111も 109と ほとんど同一な構成である。

G類 (第33図 ■2～ 117)

列点文をもつものを一括した。

112はぃゎゅるハの字状列点文をもつものであり曽利 V式であろう。 113の列点は非常に粗

である。114はやや太い列点を施すものである。■5は大形甕形土器の肩部であり,半載竹管様
工具で束1突し, 引くような施文をしている。 116はゃはり半我竹管様工具で軽く引くものであ

る。117の列点文土器は曽利V式の中に類例が見い出せる。

第 5群 土 器

これらの土器は県内に於いてあまり類例をみないので,特に一群を設定して記述した。

A類 (第33図 ■8～119o第34図 )
これらの土器は丸い列点を有するので一括した。

118は口縁部に丸い列点をなし,大い沈線で曲線的な文様を施すものである。 いわゆるマド
の退化と考えられる。この上器については,東北地方の大木 9式土器の影響も考 え られ る。
ユ18は二条の沈線間に列点を有するものである。 第34図の上器は大形破片から復原笑測したも

第30図 辻地区126グ リッド
出土土器実測図 ⑤
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第34図 土 器 実蟹1沢」 図

のである。口辺部に幅広い粘土 帯 を貼 付

ユ
し,その上に曲線的な沈線を施し,頸部に

縄文を地文し,胴部は沈線で区画をなすら

しく、区画の中は丸い列点で満たすもので

あるらしい。

B類 (第33図 120)

ただ一片ではあるが,明 らかに加曽利E

Ⅱ式の口辺部である。

C類 (第33図  121・ 第35区 )

121は口辺部がやや肥厚し, 全面を単節

の斜縄文で満たすものであり,表面を黒色

を呈し,焼成は硬い。第35図の土器は頸部

に三条の沈線を粗雑に飽し,殆 ど全面に縄

文を施すものである。この種の胎土と文様

を持った土器は散見するが,ま とまつた例

は本例がはじめてのようである。また底部

だ出主状腹を示じ■なうだ埋斐どして使用さ

第35図 土 器騒実 測 1図  lrrlョ 題

花 茉葉演を考するごども注目

`√
fう『
図版4

れたものである。

D類 (第36図 )

この土器はただ一個体にすぎないのではあるが,類例も少くないのであえて分類した。

器形は恐らくキャリパー形をなすと,まわれる。口縁は内弯し一条
の沈線を施し, その下に沈

線により隆帯的効果を現わす孤状沈線を引き,孤の中にやや太い条線を施文して
いる。

-30-



第 36図 土 器 実 測 図

第 6群 土 器

これらの土器は磨消縄文

をもつものと,それに類す

るものを一括した。

A類 (傷333図 122・ 123)

徴隆起帯をもつものをい

ぅ。 122は口縁部に無文帯

をもち,徴隆起帯とその脇

を走る沈線でEXI画するもの

である。 123も 同様な土器

であるが,非常に低い徴隆帯を口縁部にもち,沈線で区画した中に縄文を施している。一種の

磨消縄文である。

B類 (第33図 124o第 37図 125～ 131)

この類はやや太い沈線をもつものをいう。 124は沈線により磨消帯と縄文帯を分けるもので

ある。恐らく加曽利 EⅢ～ EⅣ 式に属するものであろう。125～ 127は同様な文様帯をもつも

のである。やや肥厚した口縁部が特徴的である。 128～ 131の磨消縄文土器は加曽利 EⅣ 式の

特徴的な文様と,思われるυ

C類 (第37図 132～ 137)

細い沈線を有するものを一括した。

132は 口居部に細い沈線を有し,全面に縄文を有するものであるらしい。133は B類と同様な

文様構成をなすものであろうが,B類 より沈線が,やや浅く細い。 135は無文地に二条の細い

沈線を有するものである。137は把手である。やはり細い沈線により特異な区画を有している。

茶褐色で石英粒を多證に合んでいる。 136は所属不明の上器である。明褐色の焼成良好な土器

である。口縁部がゃゃ内弯し,二条の隆帯を貼付し,その上を棒状施文具で押圧している。 ま

た円形に見える隆帯も明らかに貼付である。地文に見える細い沈線は曽利期に特徴的な条線の

ように見える。

-31 -
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察考

以上第 1群から第 6群にまでわたって,個々の土器について,概略的に説明してきた。本遺
跡出上の縄文式上器について,遺跡の性格を示すものは,すべて提示したつもりである。

一第 1 群 土 器―

第 1群に一括した土器は,関東地方では,十三菩提式と呼ばれるものであり,信濃編年によ
れば下島式直後式に,諏訪地方では晴ケ峰式と呼ばれるものに該当する。本遺跡出土のものを ,
下島式直後の 1バラェティ…として把えてもよいわけであるが, これらの前期終末の上器群が

各々の地域で異なった組成をもつという点に於いて, 第 1群の土器が表面採集・表土層中の出

土遺物とはいえ,資料的意義は充分にあろう。つまり下島式直後のある一部分の上器群しか含

まないとい うことである。本遺跡ではA～D類までの類別をもつ。さて,A・ C・ D類に見ら

れる日縁部の特徴に注意したい。A類とC類は縄文地とい う共通的をもちながら,結節浮隆文
を貼付するA類は,日縁部の内外面から粘土組を貼付し,口居部直上からは, 2条乃至 1条の

沈線を引いたように見える。そしてソ…メン状浮隆文を貼付するC類は, 日縁部に同様に粘土

組を貼付するものの,口唇部をナデ,平坦化している。 またD類は無文地にゃゃ幅の広い粘土
組を貼付するものであるが,A類 と同様な口居部整形である。
以上の観察より,口居部と文様との間に少くなからず関係があると思われるが, あまりにも

類例が少くない。例えば,十三菩提遺跡 (樋回。麻生 1968)霧ヶ岡 (今村・ 1974)な どに散
見する、,他の遺跡のものについても。明らかな図示はないが, 口居部肥厚という共通的はあげ

られよう。

一第 2 群 土 器―

これらの土器は中期初頭の踊場式乃至梨久保式に比定されるものである。破片が小さいため,

その文様構成については明らかでない。

一第 3 群 土 器―

これらの上器については,既に各々の型式について,出来るだけ記述してきた。特に注目し
なければならないのは,42・ 44の上器であろう。三角押文を用いて,精円の区回の中を施文し
ている。雲母を多量に合む点,断面三角の隆帯で区画する点も注目されよう。また22図に復原
実測図を示した土器については,その編年的位置に苦慮した。短形区画文は藤内式に見られる

―-33 -一



のであるが,そのほとんどが縦形である。22図の土器のように横帯文を縦に区切る手法は新道

式 (「井戸尻」・ 153・ 154)に見られるものである。平台遺跡 (上川名ほか 1973)に 非常に

近似した例がある。平台遺跡のものは,区画内の周辺に刺突を有している点が異なる。 この土

器 (第 6図 3)を報告者の上川名氏は五領ケ台式に比定しておられる。

22図の土器は層位的に不安定であり,伴出遺物からは,編年的位置が把えられなかつたが ,

文様構成上より五領ケ台式には比定し難く,む しろ後出する型式に編年的位置を求める方が妥

当であろう。

一第 4 群 土 器一

殆どのものが曽利Ⅱ～ V式に属する。曽利式土器は県内に普遍的に出土するので, むしろ曽

利式にまぎれ込む加曽利系土器に注意したい。加曽利系土器については,第 5群・ 6群土器の

項目で後述する。

第29図の土器は懸垂文が完全に沈線化している。またいわゆるマ ドの構成に於いて加曽利
E

式的な様相を帯びている。しかし

'国

辺部のたちあがり,条痕の施文・焼成等から老えて,や

はり曽利式土器であり,曽利Ш式に比定するのが妥当であろう。

また第28図の底部穿孔土器は,前述したように第30図の上器が埋萎として用いられていた遺

構の床面下より発見されたとい う事実より,第30図の土器より古いが, 同時期であると考えら

れる。また井戸尻編年より推察して,曽利Ⅲ～ V式に比定される。更に文様構成はまつたく流

既であるが,曽利Ⅱ式に見られるような隆帯手法は失なわれている。この底部穿孔土器が住居

姓との関連の中で発掘された例は少なく,型式編年の基準とされている深鉢形土器といかなる

組成関係をもつものかとい う点が注目される。

さて口絵にも示したように,この底部穿孔土器は,その特異の出土状態からしても注目され

る。その用途については,小児骨埋葬説・頂蔵説・胎盤収納説 。成人骨改葬説などの諸説があ

る。このなかで,小児骨埋葬説の資料としては千葉県松戸市千駄堀の寒風貝塚のものがある。

しかし, これは底部穿孔ではなく,一種の穿孔と考えられる底部破壊であるとい う。成人骨改

葬説については,東北地方の後晩期に類例が多いが底部穿孔逆位土器ではない。関東地方では ,

縄文後期初頭のものが ,土拡内より逆位の状態で出上した埼玉県坂東山(埼玉県教育委員会 1973)

の例がある。 しかしながら,底部の状恕については明らかでない。 底 部 破 壊 であろうか。

さて, 我々は現在のところ, この中部・関東地方で, 底部穿孔土器が確実に成人骨を伴つた

資料を知らない。 また底部に穿孔を有しない土器でも成人骨を伴つたもの (杉原ほか 1971)

もあり,時代差・地域差を考慮した集成的研究を待ちたい。更に土拡の中より人骨が出土する

例もあり,甕棺墓と土拡墓との差異をどのように理解するとい う問題,更には, この底部穿孔

土器が前述したような諸説の用途が考えられるが, ではその当時の共同体とは一体どのような



関係にあったのであろうか。加曽利期の集落は数多い発掘例があるのに,|こ の底部穿孔土器は

必ずしも普遍的ではない。                ^

このような幾多の問題を含む底部穿孔土器について, 山梨県の報告例を参考として列記して

みよう。

1.東八代郡御坂町葛野遺跡 (谷口・ 1959)

加曽利EI式 (谷口 1959)・ 勝坂正式 (江坂 1964)・ 曽利 I式期 (桜井・原 1968),

谷口氏は上記の文献で焼成後の穿孔であるように記されているが, 明らかに焼成前の穿孔で

ある。口辺部欠損

2.束八代郡境川村西原遺跡 (江坂 1964)
、加曽利 E式 (江坂 1964)・ 加曽利EH式 (桜井・原 1968)

3.束八代郡豊富村木原字代中 (森木・石黒 1971)

木遺跡出土のものに類似し, 曽利 II～Ⅳ式であろう。

4.西八代郡三珠町大塚 (森木・肩黒 1971)
ナ也文に刺突文を有するが恐らく曽利Ⅲ～Ⅳ式期のものであろう。日辺部久損

5.甲府市上石田遺跡 (山本 1970)

曽利 H式である。

6.韮崎市坂井遺跡 (志村 1965)

曽利 正式 (桜井・原 1965)口 辺部を欠損している。逆位

7.韮崎市穂坂小学校 (森本 1968)

森本氏の上記の文献の図19の ものは,胴都最下部の底部近くに丁寧な穿孔をしている。 あ 主

るいは焼成前のものか。曽利 I式期の所産であろう。

8 韮崎市穂坂小学校 (森木 1968)

森本氏の図21で ぁる。曽利Ⅲ～Ⅳ式であろう。地文に刺突を有する。口辺部久損

9.北臣摩郡明野村中学校 (森本 1968)

森水氏の図26の上器である。恐らく曽利Ⅱ式であろう。

10.北巨摩郡明野村上神販 (森本 1968)

森本氏の図27の上器である。曽利呼～Ⅳ式に比定される。口辺部欠損

11 北巨摩郡須玉町 (志村 1968)

曽利 I式 (桜井 。原 1968)口 辺部欠損

―卜35 -―



12.大 月市都留高等学校 (石黒・山田・高間 1970)

図の 2の上器である。曽利Ⅲ～Ⅳ式に属するであろう。

13。 大月市者[留高等学校 (石黒・ 山田・高間 1970)

図 4の土器である。曽利コ式に比定される。口辺部久損

14.都留市法能住吉遺跡 (郡留市教育委員会 1972)

曽利Ⅲ式 (都留市教員委員会 1972)

出土状態は本遺跡のものと非常に類似する。森本氏は同一土器を曽利Ⅳ式に比定されてい

る。 (森本 1972)

以上14個体について,その型式名を報告者の意見を尊重し, また文献も明らかになるように

記した。報告者が型式名を記さない場合はあえて筆者が記した。上記の報告例の他にも資料は

数多いが具体的資料提示が出来なかったので割愛した。

以上の上器の中で,明 らかに焼成前の穿孔と思われるものは再野遺跡出上のものである。 こ

れは意味する点が多い。つまり,この土器は,穿孔を有することを第一義として作られたこと

になろうかと思う。更に注意しなければならない点は,日辺部久損のものが多いということで

ある」この点も意味する所が多いのではなかろうか。

また昭和45年に青山学院大学などで調査した東八代Hll中道町上野原遺跡において, このよう

な底部穿孔土器が多く出上したと聞いているが,報告書の刊行が望まれる。 (′トワ影ニズ )

一第 5 群 土 器―

A類土器

この上器は責灰色の焼成の硬い土器であり, とくに■Sの上器は大木系統のものと思われる。

第34図に復原実測した上器は,器形的にも特異であり,文様構成も類例もあまり見ないもので

ある。焼成は硬く,器壁も割合い厚い。別系統土器として認識したい。

B類土器

加曽利 E式に比定される
=佐
器である。県下の加曽利 E式については第 6群土器との関迪の中

で後述するが,加曽利 EI式の古いものについては, 未だ確実な資料に接していない。しかし ,

加曽利 EI式 と思われるものは,韮崎坂井遺跡保存館に一個体 (志村 1965の 図版 21), 山梨

市七日子遺跡 (上野晴朗 1967)等に散見する。その他加曽利 E式と思われるものは,割合多

く存在する。しかしながら,やは り山梨県の加曽利 E式土器は, その地域的特色を示している。

C類土器

これらの上器は焼成・胎土から考えて,通常の曽利式土器とは異なる。 しかし,その編年的
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位置は曽利Ⅲ式期の所産であろう。

D類土器

この上器は口辺部のみに文様帯が集中し,胴部は無文であるらしい。 しかもこの文様帯は井

戸尻Ⅱ式のメ/L/ク マーノレでぁる櫛形文の変形と考えられるものである。編年的位置については ,

出土状態が単独の窪地から出上したため伴出遺物はない。幸い県内に於いては井戸尻期のこの

種の出土例がある。上石田遺跡 (谷口 1973)の第 1号住居也とく第二次生活面〉出上の 3の 二に

器である。器形的にも奴似し,口 辺部に描く櫛歯文は連続するが,櫛歯形を示さない所もある。
またこの土器の櫛形なく運孤は隆帯であるらしく,その上に交互に刻日を施文している。やは

り,非戸尻期の所産と見るのが妥当であるう。しかし,本遺跡出土のものは,沈線による隆柑

的表現であり,加曽利Ш式に多く見られる手法であり,曽利州に属するものと思われる。

第 6群土器について   ‐

このうちA類は加曽利E Iv式 と見られて来たものであるが,加曽利E iv期のものとして,別

系統に属すると思われる。 B類に分類したものが加曽利E Iv式上器である。加曽利E Iv式存否

については,木報告の目的ではないので,省略するが, 県内に於いてはこの種の土器が割合普

遍的に存在するようである。例えば,東八代郡中道町城越遺跡 (上野 1969)・ 同一宮町国分遺

跡 (森本・癒黒 1971)・ 同豊富村宇山平遣跡 (森 1973)o西八代郡三珠町上野平遺跡 (末

木 1973)・ 韮崎市穂坂小学校所蔵品等である。上記の報告例には,加曽利E Iv式なる認識は

ない。これは土器型式設定に問題がないわけでもない。しかし, ここで加曽利E Iv式を認識す

るのは,県内に於いて,加曽利 EI～ E In式までの段 PFLの上器がE Iv式に比べて少くなく, 加

曽利E Iv式の段階で何故l曽大するか。また加曽利E Iv式 と曽利 V式 との関係である。残念なが

ら,曽利式土器が普遍的に見られる県内に於いて,加曽利 EIマ 式土器と曽利 V式上器が単一住

居姓に伴出する資料を手にしていないので,資料の追加をまつて後述したい。

C類土器は後期初頭に属すると思われる。県内に於いては, この期の資料は断片的に報告さ

れている。例えば, 束八代郡匙宮村宇山平遺跡 (森 1973)o西八代郡三珠町上野原遺跡 (末

木 1973)o早 川町居村 (山木 1966)・ 都留市小形山中谷遺跡 (1973)・ 壁谷遺跡 (都留文

科大学考古学研究会 1972)等である。しかし,昨年牧丘町西録古宿遺跡に於いて,後期初頭
の良好な資料を出土する敷石仕居Л:を発掘したとい う。報告書の刊行を待ちたいと思う。

以上分類した土器 |こついて若千の考察を試みたが,筆者の非力のため考察に至っていない点

も多々あろうかと思う。先学同学の諸氏の御批判御叱正をお願いしたい。

めま
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①

②

①

④

③

①

⑦

①

筆者は文章中,加曽利E式・ 曽利式土器とい う名称を意識的に用いてきた。県内の上器に対

して,このように意識的に上器型式名を用いたのは,筆者の知るかぎりで 1よ谷ロー夫が初めて

である。 (谷口 1973),地域的な研究を進めている我々は,氏のこのような認識に対して評価

したいと思 う。また既知の型式についても,更に地域差を追求したいと思う。

先述のように,底部穿孔土器についても,研究者により型式はまちまちである。これは考古

学の発達上やむを得ない場合もある。 しかし型式の概念規定の暖昧さもあるのではなかろうか。

尚末筆ではあるが,出土状態その他は森和敏の教示によるものであり, 第 6群土器について

は,甲斐丘陵考古学研究会の萩原三雄・室伏徹と筆者との討論をまとめたものである。

(小 野 正 文 )

参 考 文 献

樋口清之・麻生便 1968 「野川南台団地埋蔵文化財調査報告」
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埼玉県教育委員会 1973「坂東山J
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森本圭一 。石黒良行 1971「甲斐考古」 9-1『
す
東 。西入代郡下出上の縄文式上器』
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石黒良行ほか 1970 「 甲斐考古」 7-3『 者I留高等学校所蔵の中既後半の縄文式土器 .1
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森本圭- 1972「 甲斐考古J

上野晴朗 1967 「 甲サ寸ヽ風土記」

谷日一夫 1973 「上石田遺跡」

上野時朗 1969 「 1上十梨県束八代郡中道町城越の敷石辿構」

森本圭―・石黒良行 1971 ①に同じ
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⑩

①
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財緊急発掘調査概報」

⑩ 末木建 1973 ①に同じ
④ 山本寿々雄 1966 「県立富士国立公園博物館研究報告」
② 者h留市教育委員会 1973 「中谷遺跡J
O 都留文科大学考古学研究会 1972 「久保遺跡,壁谷遺跡」

第 4節 出 土 石 器

石器は全て辻地区で出上したものと表面採集したものである。

遺構の項で記述したょうに, 辻地区では住居址と思われる箇所があったが耕作でその床面は  ｀

全て攪乱されていた。従って住居址や住居址と思われる中にあった埋塞との関係は不明である。

そのほとんどが表土 (第 1層)又は表土直下の層 (第 2層)か ら出上しており, 出土地点も散

在していて遺構や遺構との関連はつかめない。

石斧で共通した点は第38図 , 4, 5, 6, 7の 石質はすべてホノレンヘルス製で比較的小型で

あり,長さは4は 9。 5cm, 5は 7.2cm, 6は 10 cm,7は 8,6cmであり,いずれも馬平であ

る。型状は長軸の一方を弓なりに凹ませている。 曽根丘陵において石斧をホ/t/ン ヘ/1/ス か粘板
岩で作成している例は多く (表面採集などによる例として), 八ケ岳山麓と歩ヒ校すると小型の

ものが多い。

1, 2, 8は 凹石で石質はすべて安山岩製である。長軸の長さは 1が 9,4cm, 2ヵ ミ9.8cm,

8が 11,7cmで ぁる。 いずれも表裏全体に万遍なく凹があり,中央の孔が最も使用痕が大きく

しかも深い。曽根丘陵にこの石質のもので型状も同じものが一般的に見られる。

3は磨製石斧の柄に当る部分で刃部が欠損している。比較的大きく20 cmは越えるものと思

われ,石質 iよ安山岩である。

以上石器は 8点で,発掘した範囲からすると少量であるが, これはおそらく耕作中に捨て去

られたものと思われる。                       (森    和 敏)

-89-



0                  5                10Cm

第 38図 石 器 実 測 図

ヽ
／
‐
１ヽ

―

‐
，
Ｔ

-40-



第 5章 節 在 家 遺 跡

1歩

第 39図 住 居 址 実 測 図

前在家地区は,道路をはさんで,北側に室屋AttEXEに続 く。地形は,曽根丘陵の舌状台地頂

部よりやや下つた所に位置し,南にわずか傾斜している。続いて,そのまま谷に落ち込んでい

る。

この地状で工事中,焼土が検出されたので急搬工事を中止し,調査に入 り,確認されたもの

である。

址
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当初,本遺跡は,幅 12物 ,長さ0.5″ という細長く傾斜する地域であったことから, この

区域が偶然除外されたものであった。

工事により,遺構は若干破壊されたが,緊急のうちにも一応の調査が進められ,概要の明ら

かになつたものが,せめてもの幸いであった。

遺     構

竪穴は,表土より約 30防 の地点に第 4層を堀 り込んでつくられている。本住居姓のほぼ中

央は工事による濤によってかく乱されている。又耕作等によるかく乱も随所にみられ,平面的

プランは確認できない。カマドは,実測図で示すように北壁ほぼ中央に若千床面を堀 り込んで

設置され,付近には,焼上が 2.3η ×1.5η の範囲に分布し若千の粘土,焼石が散乱している。

カマドの形態,構造等は,破壊が著しく観察はできなかつた。住居llLの 中央付近は, 固く良好

な床面をなしている。壁は, 北壁がかなりはっきりしていたが, ここでの壁高は約 35Mで あ

った。また,柱穴はニカ所ほど検出されたが,他には検出されなかつた。遺物はカマドの周辺

に多く見られ,ほぼセットをなして検出された。出土遺物は床直上より検出された土器のみで ,

他遺物の混入は見られないと思う。土師器と須恵器がその主なものであるが,須恵器は杯のみ

検出されている。

第 2節 遺     物  (第40図 )

(1)長 形 甕 形土 器 (第40図 1)

器高 28協 ,口径 15レ を測る。

緩く外反する国縁部に,ややぷくらみ気味にのびた胴部が続き,胴部最大径は中位にある。

国唇部は,やや丸味をもち,底部は突出底で安定しない。口縁部外面には,横なでが見られ ,

縦方向の箆削 りが施されている。全体的につくりは雑で赤褐色を呈する。

(2)椀  形 土 器 (第40図 2)

椀形土器とされる例の中には杯形土器と分類が困難な場合があり,一応本例は椀形土器とし

て扱 う事にした。

器高 10防 ,日径 20助 を測る。椀形を呈し,日縁部は直立し,3の杯形土器口縁部との共通

性を示している。

胴部との接合部には明瞭な稜が横なで整形され作 り出されている。

胴部は丸味をもちながら底部に移行し,丸底である。全体的に黒色研磨され器面はきれいに

仕上げられている。胎土,焼成共に良好である。

(3)杯  形 土 器 (第40図 3)
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器高 4傷,日 径 13.5Mで ある。

ほぼ直立に近い立上 り口辺を持っているが,低 く,また杯胴部は比較的張 りが少ない。

稜から底部に至る杯の下半部は内外面とも箆削による整形痕が残されている。

胎土もよく精選され,黒色研磨されている。

(4)須  恵 器 杯 (第40図 4)

器高 3協 ,日径 15防 である。

たちあが りは矮少化し,全体的に浅く痛平であり,受部は水平に外方へのびている。

第Ⅲ型式に属する。陶邑における型式編年からすると TK209号 窯あるいは T K217号 窯の

杯に酷似する。

(5)長 形 奏形 土器 (第40図 5)

胴都より下は久損している。日径は16筋。 1の甕形土器とほぼ同じ形態をもつ。 日縁部は同

じく,横なで手法により整形されている。

(6)鉢  形 土 器 (第40図 6)

器高 6ε″,国径 12.5帥 を測る。

底部から胴部の中位が膨れて口径に至る器形をもつ。底部は平底である。

器肌は赤褐色を呈し,器壁は厚い。胎土に石粒を混入し,全体的に素雑なつくりである。

(7)高 杯 形 土 器 (第40図 7)

脚部のみで杯部は欠損している。

脚部はラッパ状に開き,きれいに仕上げられている。器面は黒色研磨され,胎土,焼成とも

良好である。外面は箆削 りで,内面は横なでである。

ま  と  め

以上の遺物が本住居址から一括して出上した主なものである。ほとんどがカマド周辺の床面

直上から検出されたものであり,良好なセットとして把握することができる。

これら甕形,杯形,椀形土器の形態は, 後期土師器の鬼高期の上器範時に属するものであり,

改めて贅言を要しないであろう。 第40図 1, 2, 3, 7等何れも鬼高期の特徴を具備している。
1, 5は 日縁が若干肥厚し,その特徴としている。須恵器は杯が 1点だけ伴出しているが, 第

Ⅲ型式に属するものである。[既にこの時期に伴出するものであることは古くから知られてお り,

鶴川 H-1ラ 住居址,C-1ラ 住居址 (註 1)等その例は多い。
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近年,鬼高期の研究に関してそ¢う細分にいろいろな考え方がある。そのなかで, 鬼高遺跡の

遺物を鬼高期前半に,須和田遺跡出土のそれは後半に分類する見解 (註 2)ヵミあり, これによ

ると,本遺跡出上の上器は後半に含まれよう。 更に, I式～Ⅲ式に分類する考え方 (註 3)も

ある。これに従えば, Ⅱ式の形態に属することにも異論はないであろう。

いずれの考え方にしてもそれ程詩射的差異は見い出せなく, ここではひとまず鬼高Ⅱ式の上

師器として理解していきたい。

翻って,山梨県における鬼高期の土師器の調査研究例はどうであろうか。

過去,山本寿々雄氏 (註 4),折井忠義氏 (註 5),菊島美夫氏 (註 6)等によって報告されて

いるが,その他具体例には極めて乏しいことが指摘できる。特に菊島氏は土師器編年を試みて

いるが,鬼高期の場合,今後更に資料の増加が必要となろう。

さて,住居llLは南傾斜面上に立地するものであるが,今回一軒のみの発見である。 発掘区域

の制限とい うこともあるが,集落としては,比較的小規模で散在する傾向である。 多くの住居

tlLに よって集落を構成する例のほかに傾斜地における, こういった散在的な集落形態の存在も

知られてお り,(註 7)本遺跡もそういった特徴を有する一例かも知れない。

最後になったが,既に述べてきたとお り木県において鬼高式上器を伴出する遺跡は少なく,

本住居llLがかく乱されているとはいえ貴重な資料である。この資料の提供により,若千でも本

県の空白部分を埋める事ができる点幸いに思 う。

発掘区域内には,住居lrdは _事Fしか検出されず,いずれ面的発掘調査の機会が得られれば ,

その全様が明らかになると思 う。                   (萩  原 三 雄 )

(註 1)

(註 2)

(註 3)

(註 4)

(註 5)

(註 6)

(註 7)

小出義治「鶴川遺跡癬」 昭和47年

杉原荘介ほか「土師式上器集成本編 3 後期」 昭和48年

中田遺跡調査会「八王子中田遺跡」 昭和42～43年

前掲 註 1
この他,玉口時雄氏による分類方法もあるが,それ程差がなくこの中に含まれるもの

と考える。

玉回時雄  「土師器とその集落」 日本歴史学会 昭和49年

「土師器とその集落研究の現況と課題 (上)」  日本歴史 昭和47年
日本寿々雄「甲斐天神山前方後円墳出上の昆泉について」

富士目立公園博物館研究報告 3号 昭和35年
折井忠義「山梨県上九一色村出上の上師器」 甲斐路20号 昭和46年
菊島美夫「出梨県における土師器編年」 甲斐国埋没条塁遺構等の調査 昭和48年

「宇津木遺跡とその周辺J 昭和48年
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第 6章

第 1節 西八代郡三珠町大塚上の原発掘調査報告

l―l 発掘場所 三珠町大塚小字家向3730番地 上の原

9 発掘期間 昭和47年 6月 13か ら同月17日 まで

倒 発掘場所の地理的環境・調査の経過・結果
当地域は曽根丘陵上にあり,北に低い丘陵があって,その向うは甲府盆地底部である。

昨年この発掘場所に近い所を発掘調査したところ少量の須恵器,土師器等が出土したが ,
確かな遺構はなかった。 しかしこの南方約 500勿 上方の小字水飲場には縄文時代早期の山形
文楕円文土器の破片が多量に散布している箇所がある。 (他の機会に報告する予定である)

また近くの区域外の畑で相当量の須恵器が農耕中出土している。ここは古墳が破壊された跡

との可能性も考えられる。

調査地区は,比較的眺望はよく立地上は遺跡の好適地と思われた。
三珠町教育委員会等の協力を得て事前に予備調査を行い,発掘調査を始めた。
トレンチを設定し発掘したのであるが,大嫁ごぼうの名産地といわれるだけに耕作土が深か

つた。深耕していない箇所に於てもローム層上まで,単一層に近かった。
遺構は 1カ 所小さな集石らしいものがあったが遺物を伴わないため時代は確認出来 なか つ

た。結果は区域内には遺構遺物共に発見されなかった。 (森  和 敏 )

第 2節 東八代郡八代町高家下道発掘調査報告

l―l 発掘場所 八代町高家小字下道305番地

0 発掘期間 昭和47年 8月 8日 から同月14日 まで

働 発掘場所の地理的環境 。調査の経過・及び結果
当地域は浅川扇状地扇央にあり,西面した傾斜地で,甲府盆地底部へと移行する。
この地状の西 (下)方には相当広い土師器の散布地が展開している。
八代町教育委員会等の協力を得て事前の予偏調査をしたところ少量の土師器が地表に見ら

れたので トレンチ方式によって発掘したものである。

表土は約 120帥 ぁりその下はローム層であった。

遺構は,ロ ーム層を深さ約 30勁 ,広さ約 2″の濤が確認出来たが人工的なものかどうかは

判明出来なかつた。水路ではないと思われる。
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遺物はこの濤から少量の縄文式土器と土師器が出土した。

以上のように確実な遺構遺物とも検出出来なかつた。 (森  和 敏)

第 3節 東八代郡御坂町穴野寺 向田発掘調査報告

l―l 発掘場所 御坂町大野寺小学向田945番地

ω 発掘期間 昭和48年 8月 20日 から22日 まで

9 発掘場所の地理的環境 。調査の経過・及び結果

当地域は御坂山麓にあって,北にやや傾斜している。以前はこの地域一帯は田であったが,

現在は果樹地帯になつている。

1002く らい下には縄文時代中期の上器片が耕作時に出土し,畑の隅に散乱しており,又

一段下の畑からは潅漑用配管を敷設する際にやはり中期縄文土器片が出土したといわれる。

上方にある大野寺部落には古墳群がある。

以上のような状況が予定路線内分布調査の折わかつたので発掘することとなったのである。

トレンチによって試掘したところ深さ150側 以上大小の石が混入した単一粘土層が続き,

この中から少量の土師器破片が出土した。この土師器片は全て摩耗していることから推測し

て流れてきたものと思われる。

結果,何ら遺構を確認する事はできなかつた (森  和 敏)

第 4節 結 び に代えて

上記 3っの発掘調査区域は,以上のように,確たる遺構,遺跡の存在しない地戒であった。

ともすれば,種々の要因で埋蔵文化財が失なわれてゆく昨今,安猪の気持ちが広がるのを感じ

る次第である。

発堀調査については,関係各位並びに調査参加者に,多大の御協力をいただいた。 ここに記

して,深い謝意を表するものである。
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辻遺跡・前在家遺跡等発掘調査

参 加 者 名 簿

山梨県遺跡調査団長   井  出  佐  重

発 掘 担 当 者  野 沢 昌 康

調 査 員   折井忠義,早川方明,渡辺ネし一,立川実造,田代 孝

手塚寿夫,萩原三雄,森 和敏 (県文化財主事)

調査協力員   上原 稔,塩島博光,桜林方明,尾沢真琴,桜林芳秋 ,

て
中村良一

砦肇森勇套   室伏 徹.渡辺孝子, 宮下敬子,志村美千子

同大学学生   萩原茂男,萩原正紀

掌鶏轟契奪  藤森町子,名執京子,長谷部秀美

明 治 大 学   神田和美,小林昌基

国学院大学   小野正文

早稲田大学   加藤正治,沼本芳喜,斉藤裕嗣,若林 繁,山 田武美

都立商科短大  桜井弘美

甲府南高校生  宮下節子,小林真理

録馨曇費生   春 日正長,清水信吾,志村重秋

峡 南 郷 土 研 究 会   声沢忠男,深沢 強,二宮明雄,青木慶三 ,

地 元 教 育 委 員 会

境 川 村   木曽 久

三 珠 町   三神国秀

八 代 町   渡辺行祥

.御  坂 町   原田 徹
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図版第 2

1 辻遺跡,罰在家遺跡 近景

2 辻遺跡 発掘状況
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図版第 3

義―1壽

1 辻34の 2グ リッド土器出土状況

2 辻80グ リッド～90グ リッド土拡出土状況
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図版第 4

1 辻87グ リッド土器出土状況

2同 上 近 接
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図版第 5
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1辻 91グ リ ッ ド 土 拡

と、1予要||

=―

す姿
ギ蕪
―
lr

2 辻116グ リッド～127グ リッド士拡及び埋甕出土状況
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図版第 6

1辻 116グ リ ッ ド 土 拡

2 辻126グ リッド土器出土状況
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図版第 7

1 辻27・ 29グ リッドJュ」広

2  赳三34の 2グ リッド■拡
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図版第 8

l辻 6グ リ ッ ド 土 拡

2 辻23グ リッド土器出土状況
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図版第 9

1 辻128グ リッド井戸状遺構

同村藤窒 山寺所有
(辻128グ リッド地点より移転とのこと)





図版第10  辻遺跡出土土器
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図版第11  辻遺跡出土土器
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図版第12  辻遺琳出土土器





図版第13  辻遺跡出土土器
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図版第14  辻遺跡出土土器
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図版第15  辻遺跡出土土器
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図版第16  辻遺跡出土土器
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図版第17 辻遺跡出土土器
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図版第18  辻遺跡出土土器





図版第19  辻遺跡出土土器
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図版第20  辻遺跡出土土器
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図版第21  辻遺Lj出土石器





図版第22 莉 在 家 遺 跡

1葡 在 家 遺 跡 住 居 llL

2 同住居JIL・ 土師器出土状況
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図版第23  綱在家遺跡住居址出土土器

坤
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辻遺跡と前在家遺跡

金)|1曽根地区広域営農団地農道

整備事業に伴う発掘調査報告書

昭和 49年 3月 30日

昭和 49年 3月 30日

行  山 梨 県 教 育 委 員 会
集  山 梨 県 遺 跡 調 査 団
甲府市丸の内一丁目6番 1号
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